
２００１８ＷＣスペイン大会（ＧＭ）記録 

○ 予選リーグ     

Ａプール ・日本 ・オランダ ・フランス ・ウェールズ ・イタリア 

Ｂプール ・オーストラリア ・アメリカ ・カナダ ・スコットランド ・南アフリカ 

Ｃプール ・ドイツ ・アイルランド ・スペイン ・シンガポール 

Ｄプール ・イギリス・ベルギー・アルゼンチン・ニュージーランド 

予選リーグ 

  ６月２１日   対 イタリア  ９：１５   ピッチ２  晴れ 

 イタリアのセンターパスにより試合開始された。大会初戦となる大切な試合である。１

Ｑより日本ペースで試合は進み再三ゴール前まで攻め込むが得点には至らない。逆に１

３分イタリアに攻め込まれシュートされるがゴール左にはずれ得点を与えない。２Ｑに

入っても日本ペースで試合は展開、２５分松尾からのＦＨをゴール前の石川がタッチシ

ュートを決め先取点を上げる。更に攻撃をするが追加点を挙げることが出来ず前半を１

－０で終了する。後半に入っても日本ペースで試合が進む。４５分左からドリブルで持

ち込み相手のインターフェアーからＰＳを得る。本村が左上にきっちり決め２－０とす

る。逆に４８分インターフェアーによりＰＳを与えてしまうがＧＫ濱岡のファインセー

ブで得点を許さない。４Ｑに入りお互い走力が落ち一進一退の展開が進む。６５分ＤＦ

の反則により再びＰＳを与えてしまう。相手が枠をとらえることが出来ず得点とはなら

ない。そのまま２－０で試合終了。大切な初戦白星スタートである。 

          ０－０ 

１－０                 

日 本 ２  １－０  ０ イタリア   

         ０－０ 

 

 ６月２２日   対 フランス  １３：００   ピッチ３  晴れ 

立ち上がりより日本は右にボールを廻しながらサークルに入ろうと試みる。フランスも

右から、左からとパスを廻し組み立てて来るもＤＦが良く守る。互いにＰＣ等でチャン

スを作るも決定打が出ない。２６分日本がＰＣからリバウンドを石川が押し込み待望の

先取点を取る。前半タイムアップ寸前に日本がＰＣから本村がワントラップシュートを

決め２－０と突き離し前半を終了。後半に入ってもシーソーゲームが続き両チームチャ

ンスをものにできず得点に至らない。そんな中日本チームにアクシデントが起こりイエ

ローカードも出て９名対１１名で５分間試合することになるがＤＦの頑張りで０点にお

さえ２－０で２戦目も勝利を修める。 

         ０－０ 

         ２－０ 

日 本 ２  ０－０   ０ フランス 

         ０－０                 

  

 ６月２５日   対 オランダ   ９：００   ピッチ４  晴れ 

 試合開始からオランダのパス廻し、スピードに圧倒され一方的な攻撃で日本は防戦一

方である。日本も何とか攻撃を試みるが相手のサークル内に持ち込むことすらできない。

１Ｑ、１３分ＰＣ、１６分ＦＧ、１７分ＦＧで３点、２Ｑ、２８分ＦＧ、３１分ＰＣ，

３４分ＦＧ、３点と前半で６点のビハインドとなる。後半に入ってもオランダのスピー

ドは衰えず防戦一方が続く。日本も何とか攻撃を試みるがサークル内に持ち込むことさ

えできない。３Ｑ、４４分ＰＳで１点、４Ｑ、５２分ＦＣで１点を追加され０－８で完



敗、オランダの強さを改めて見せつけられた試合であった。 

          ０－３ 

          ０－３ 

  日 本 ０   ０－１   ８ オランダ 

          ０－１ 

 

 

 ６月２６日 対   対ウェールズ  １６：００  ピッチ１  晴れ 

 予選リーグ最終戦で勝利しなければ決勝トーナメントに進めない大切な試合である。

しかし、スタートからウェールズのペースで試合は展開する。日本は縦パス（カウンター）

で攻撃するがなかなかトップにつながらない。１Ｑはウェールズのスピードある攻撃に再

三攻め込まれるがＧＫ濱岡もフャインセーブに助けられ無得点のまま１Ｑを終了する。２

Ｑに入り２２分右からドリブル突破され鮮やかにシュートされ先制点を与えてしまう。前

半何とか１－０で終了。後半に入ってもウェールズのパス回しが早くなかなかボールを奪

う事が出来ない。４２分ＰＣからのリバウンドを決められ２点目を失う。４Ｑに入っても

ウ ェ ー ル ズ の ス ピ ー ド は 衰 え ず 日 本 は 攻 撃 の 糸 口 す ら つ か め な い 。          

試合終了間際ＰＣを与えＧＫのリバウンドをシュートされ３点目を与え、そのまま３－０

で敗退。予選リーグ２勝２敗３位で決勝トーナメントに進む事が出来なかった。 

０－０ 

          ０－１ 

   日 本 ０  ０－１  ３ ウェールズ 

          ０－１ 

≪予選リーグ表≫ 

 日 本 ウェールズ フランス オランダ イタリア  

日 本  

 

  × 

０－３ 

  ○ 

２－０ 

  × 

０－８ 

  ○ 

２－０ 

３位 

ウェールズ   ○ 

３－０ 

    ○ 

３－０ 

  × 

０－５ 

  ○ 

０－１ 

２位 

フランス   × 

０－２ 

  × 

０－３ 

       × 

０－１５ 

  × 

０－３ 

５位 

オランダ   ○ 

８－０ 

  ○ 

 ５－０ 

  ○ 

１５－０ 

    ○ 

１１－０ 

１位 

イタリア   × 

０－２ 

  × 

 １－０ 

  ○ 

３－０ 

  × 

０－１１ 

  ４位 

               

≪９位から１６位決定戦≫  

６月２７日   対アルゼンチン  １４：３０  晴れ  ピッチ１ 

 

 この試合に勝って是が非でも９位から１２位決定戦に進みたい日本は開始早々から鋭い

攻撃で相手陣内に攻め込むがんなかなかゴールに結びつかない。１３分右からのセンター

リングを国廣がゴール前でタッチシュートを決めようやく先制点を上げる。２Ｑにはいっ

ても日本ペースで試合展開を進め２５分ＰＣからまたもワンタッチで国廣が決め２点目を

上げる。前半２－０でリードし終了。後半に入っても日本はアルゼンチンより技術・体力



共に上回り日本ペースでゲーム展開が出来ている。日本は４３分右からのセンターリング

を石川がタッチシュートで３点目を上げる。４７分今度は左からのセンターリングを石槫

がタッチシュート４点目を決める。４Ｑに入ると相手の足が止まりの本の一方的な攻撃と

なる。５点目はサークルトップからのこぼれ球を本村がループシュートを決める。６点目

は右からセンターリングを石川がタッチシュート、７点目は左からサークル内にドリブル

で持ち込みシュート成功。終わってみれば７－０の大勝であった。 

        １－０ 

 日 本 ７  １－０  ０ アルゼンチン 

        ２－０ 

        ３－０ 

 

６月２９日   対アイルランド  １２：３０   晴れ  ピッチ１  

 ≪９位～１２位決定戦≫ 

 アイルランドに勝ち９位・１０位決定戦に駒を進めたい日本であるが開始早々からア

イルランドの鋭い攻撃に日本ＤＦも対応するが日本ペースになかなか持っていけない。

アイルランドは２４分、早いパス廻しから鋭いシュートで先制点を与えてしまう。３０

分ＰＣより追加点を与えてしまう。その後も相手の攻撃はスピードがあり再三シュート

されるがＧＫ濱岡のフャインセーブで得点を与えない。前半０－２で折り返す。後半に

入っても相手の攻撃は衰えず４３分ＦＧにより１点、６８分にもＦＧでダメ押し点を許

し０－４で敗退。１１位・１２位決定戦に回ることになった。 

 

          ０－０ 

          ０－２ 

    日本 ０  ０－１   ４ アイルランド 

         ０－２ 

 

６月３０日 （ＧＭ ） 対 南アフリカ １８：００  晴れ  ピッチ３ 

   ≪１１位・１２位決定戦≫ 

 この試合は今大会全試合の最終戦となる試合である。南アフリカはＷＣ常連国であり今

後もよきライバル国となる為、是非とも勝って１１位を確保することが大切になる。試合

開始から日本ペースで試合は進み、５分竹下が右からスピードあるドリブルで持ち込みセ

ンターリングを通すとゴール前で国廣がタッチシュートを決め先制点を上げる。その後は

お互い一進一退の攻防が続く。前半１－０で終了する。後半に入っても一進一退の攻防は

続く。６５分南アフリカはゴール前の混戦からシュート同点ゴールを決められ１－１の同

点に追いつかれる。同点のままＳＯに入るかと思われた終了間際、ＰＣを取り混戦から松

尾が左にドリブルしリバースシュート、ゴールが決まり劇的な勝利を上げ１１位を決定し

た。 

          １－０ 

        ０－０ 

 日 本 ２  ０－０  １ 南アフリカ 

        １－１ 

 

 

 

 



反省と課題 

○ ＧＭとしてのホッケースタイルとして 

 １、攻撃・・・大会に参加する前（２回の合宿）から、右攻撃でのホッケーの徹底。 

  （ＲＩ、ＲＷにボールを廻し、ＲＷからのＣＦへの縦パス、センターリングと 

いった攻めをあきらめずにやっていき、ＰＣをとる。もしくはシュートまでいくこと） 

  ２、守備・・・３列目、ＳＷ、マンツウマンマーク（ひっつきマーク・べたマーク） 

 以上の事を決め事としてＧＭの選手全員が、意識を持って試合に臨んだ。 

 

 総 評  

 結果、１１位に終わりましたが、決して満足はしていませんが、チームから見れば良く 

頑張ったのではないだろうか？と感じています。何故なら、２本のＰＳを取られたイタ 

リア戦、ＰＣのリバウンドでの２点のみのフランス戦、接戦でたまたま勝った南アフリ 

カ戦、シーソーゲームでの試合内容、日本が負けていても仕方ない試合ではなかったか？ 

とりわけ、アルゼンチンのチームは、我々よりレベルが低かったと感じています。 

 

日本チームのマイナス面 

・ＧＭ選手の約半数が国際大会の経験がない。（アジアカップは別として） 

・年齢が高すぎる。（６４歳が中心的） 

・外人選手との駆け引きが出来ない。 

・相手との間合いがわからない。 

・レシーブ力が低い。 

・ストローク力が弱い。 

・ストロークのコントロールが出来ない。 

・ポジショニングがわからない。 

 

※ 以上のような事が出来ない中でよく頑張ったと思っている。しかし、もっとホッケ 

  ーを理解し、チーム全体のフォーメーションがイメージ出来るようにならないと世 

界には通用しないと考える。 


